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３ 要  旨 

乾田直播栽培におけるビスピリバックナトリウム塩液剤の散布がイネの生育に影響する場合がみられるた
め、処理時期を変えて（イネの葉齢：2.0、3.0、4.0L）影響の程度を検討した。 
(1) ビスピリバックナトリウム塩液剤の散布１週間後頃から葉身の黄化がみられたが、１ヶ月程度で回復し
た。 
(2) ビスピリバックナトリウム塩液剤各処理区は、散布後に生育抑制がみられたが、１ヵ月～１ヶ月半程度で
対照区並に回復した。 
(3) 出穂期、成熟期の生育は、ビスピリバックナトリウム塩液剤各処理区と、対照区間に明確な差がみられ
なかった。 
(4) 収量および収量構成要素、玄米品質、粒厚分布は、ビスピリバックナトリウム塩液剤各処理区と、対照
区間に明確な差がみられなかった。 
(5) 以上のことから、乾田直播栽培において、ビスピリバックナトリウム塩液剤のイネ２～４葉期処理により、
葉身の黄化や生育抑制等の薬害がみられることがあるが、処理後１ヶ月～１ヶ月半程度で回復し、出穂
期、成熟期、収量、品質に与える影響も小さく、実用上の問題はないと考えられる。
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